
　

自
動
車
用
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
で
世
界
シ

ェ
ア
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
モ
ノ
づ
く
り
企

業
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
矢
崎
総
業
。
特
に

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
向
け
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス

に
つ
い
て
は
、
高
い
納
入
実
績
が
あ
る
。

　

他
に
も
電
線
、
ガ
ス
機
器
、
空
調
機
器
な

ど
の
生
活
環
境
機
器
分
野
で
多
く
の
製
品
を

製
造
し
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
革
新
的

な
製
品
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
１
９
７
４
年

に
発
売
さ
れ
た
世
界
初
の
太
陽
熱
利
用
冷
暖

房
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
だ
。
76
年
に
は
家
庭
用

太
陽
熱
温
水
器
『
ゆ
ワ
イ
タ
ー
』
を
発
売
し

た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
70
年
代

に
２
度
起
こ
っ
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
そ

れ
に
伴
う
省
エ
ネ
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
よ
う

に
、
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

歴
史
が
あ
る
。

「
１
９
４
１
年
の
創
業
当
初
か
ら
、
本
業
を

通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
想
い
が

創
業
者
・
矢
崎
貞
美
に
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
70
年
代
初
め
に
発
行
さ
れ
た
社
内
報

に
は『
環
境
産
業
を
め
ざ
す
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
』

と
い
う
言
葉
が
、
大
き
な
見
出
し
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
10
年
ほ
ど
前
か

ら
、
新
規
事
業
と
し
て
各
種
の
環
境
・
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
に
本
格
的
な
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
が
高
知
県
梼ゆ

す
は
ら
ち
ょ
う

原
町
で
地
元
の

方
々
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
で
す
。
価
格
の
安
い
輸
入

材
に
圧
さ
れ
て
荒
れ
た
森
林
を
再
生
し
林

業
を
活
性
化
し
た
い
、
と
い
う
目
的
で
５

年
ほ
ど
前
か
ら
検
討
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

が
乏
し
い
日
本
で
、
様
々
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多

神
教
に
な
る
こ
と
で
、
地
球
環
境
と
社
会

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
想
い
で
す
。
創
業

社
長
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
矢
崎
の
環

境
Ｄ
Ｎ
Ａ
そ
の
も
の
で
す
」

　

お
話
し
い
た
だ
い
た
環
境
シ
ス
テ
ム
事

業
部　

事
業
部
長
の
清
水
一
雄
さ
ん
が
話

を
続
け
る
。

「
高
知
県
梼
原
町
は
未
来
へ
向
か
っ
て
、
森

林
と
共
生
し
た
地
域
づ
く
り
を
す
る
と
い
う

意
識
が
非
常
に
強
く
、
矢
崎
総
業
が
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
を
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
と

提
案
し
た
理
由
も
、
そ
の
意
識
の
高
さ
に
共

感
し
た
か
ら
で
す
」　　
　
　

　

05
年
８
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
地
域
循
環
事
業
の
経
緯
を
振
り
返
る
。

　

こ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
、
地
域

循
環
型
の
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
、
05
年
11
月
11
日
、
梼
原
町
、
梼
原
町
森

林
組
合
、
高
知
県
、
矢
崎
総
業
の
４
者
で
事

業
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
。
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
熱
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
う
木

質
ペ
レ
ッ
ト
は
、
森
の
育
成
の
た
め
に
間
引

い
た
間
伐
材
や
製
材
所
で
切
り
落
と
し
た
端

材
、
お
が
屑
な
ど
を
使
う
た
め
、山
元
の
未

利
用
材
や
製
材
産
業
廃
棄
物
か
ら
出
る
端
材

等
の
入
手
先
調
査
、コ
ス
ト
調
査
な
ど
か
ら

は
じ
め
た
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
工
場
の
生
産
設

備
検
討
と
事
業
収
支
検
討
、木
質
ペ
レ
ッ
ト

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱
利
用
先
確
保
ま
で
検
討
し

た
う
え
、
06
年
10
月
24
日
に
４
者
に
よ
り
、

森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
循
環
事
業
の
基
本
合

意
書
、
お
よ
び
協
業
の
森
づ
く
り
協
定
書
を

締
結
。
07
年
に
梼
原
町
、梼
原
町
森
林
組
合
、

矢
崎
総
業
の
３
者
に
加
え
、８
団
体
の
株
主

に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で『
ゆ
す
は
ら

ペ
レ
ッ
ト
株
式
会
社
』を
設
立
し
た
。
こ
れ

は
健
全
な
森
林
を
取
り
戻
す
た
め
に
、地
元

の
森
林
組
合
と
協
業
し
な
が
ら
未
使
用
材
を

有
効
活
用
し
た
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
。
そ

れ
を
熱
源
と
す
る
矢
崎
総
業
の
吸
収
式
冷
暖

房
シ
ス
テ
ム
『
木
質
ペ
レ
ッ
ト
焚
バ
イ
オ
ア

ロ
エ
ー
ス
』
が
地
元
企
業
や
学
校
の
冷
暖
房

を
ま
か
な
い
、
燃
焼
灰
も
土
に
返
し
て
い
こ

う
と
い
う
地
産
地
消
の
循
環
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
。
官
民
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
に
取

り
組
み
な
が
ら
、
地
元
の
収
益
も
上
げ
て
い

く
体
制
を
整
え
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、こ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
を
始
め

と
す
る
各
種
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
高
知

県
梼
原
町
は
国
の『
環
境
モ
デ
ル
都
市
』
に
認

定
さ
れ
た
。
首
相
官
邸
で
麻
生
総
理
よ
り
認

定
書
を
授
与
さ
れ
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
実
施
に
必
要
な
先
進
的
モ

デ
ル
性
は
、
他
の
自
治
体
の
眠
っ
て
い
る
低

炭
素
社
会
実
現
構
想
の
刺
激
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
08
年
４
月
よ
り
販
売
を
開
始
し
た
『
木
質

ペ
レ
ッ
ト
焚
バ
イ
オ
ア
ロ
エ
ー
ス
』
は
、
木

質
ペ
レ
ッ
ト
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
す
る
吸
収

式
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
で
す
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト

に
代
表
さ
れ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
光
合

成
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
し
な
が
ら
育
っ

た
木
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
使
用
し
て
も
排
出
し
た
Ｃ
Ｏ
２

は

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
『
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
』
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
木
質
チ
ッ
プ

で
は
な
く
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
す
る
の
は
、
圧
縮
し
て
い
る
分
ペ
レ
ッ
ト

が
チ
ッ
プ
と
比
べ
て
約
２
倍
。
運
び
や
す

く
、
保
管
性
に
も
優
れ
、
発
熱
量
も
約
２
倍
、

ま
た
含
水
量
の
バ
ラ
ツ
キ
も
少
な
い
の
で

燃
焼
制
御
性
で
も
優
位
と
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
機
器
普
及
へ
の
近
道
だ
と
考
え
た
か

ら
で
す
。
現
在
、
全
国
に
約
60
の
木
質
ペ

レ
ッ
ト
工
場
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
う
し
た
事
業
者
と
連
携
し
て
い

け
ば
、
高
知
県
梼
原
町
の
モ
デ
ル
事
業
の

よ
う
に
、
地
域
循
環
型
の
新
た
な
社
会
シ

ス
テ
ム
が
期
待
で
き
ま
す
」

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
推
進
部
部
長
の
庄

子
努
さ
ん
は
、
再
生
可
能
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
未
利
用
材
を
有
効
活
用
す
る
『
木
質

ペ
レ
ッ
ト
焚
バ
イ
オ
ア
ロ
エ
ー
ス
』
の
優
位

性
を
説
明
す
る
。
今
後
は
大
規
模
な
ビ
ル
や

工
場
向
け
の
大
型
機
開
発
と
園
芸
ハ
ウ
ス
暖

房
機
や
業
務
用
ボ
イ
ラ
ー
も
計
画
し
て
い
る

と
い
う
。
環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
意
識
の
高
ま
り
も

需
要
を
後
押
し
し
そ
う
だ
。

　

一
方
、
太
陽
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

一
般
住
宅
用
機
器
に
も
、
矢
崎
総
業
は
早
く

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
１
９
７
６
年
、
太
陽
熱
温
水
器
『
ゆ
ワ
イ

タ
ー
』
を
発
売
し
た
当
時
は
、
灯
油
焚
き
の

釜
で
お
湯
を
沸
か
す
の
が
一
般
的
で
し
た
。

第
１
次
、
第
２
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
原
油

供
給
不
安
の
経
験
か
ら
、
灯
油
に
頼
ら
な
い

太
陽
熱
温
水
器
は
一
時
ブ
ー
ム
に
な
り
ま
し

た
。
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
振
興
協
会
に
よ
れ

ば
ピ
ー
ク
時
に
は
太
陽
熱
温
水
器
全
体
で
、

年
間
80
万
台
も
設
置
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
現
在
全
国
の

住
宅
へ
の
普
及
率
は
大
幅
に
下
が
っ
て
き
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
世

間
の
地
球
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
か

ら
、
再
び
太
陽
熱
温
水
器
に
注
目
が
集
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
」

　

と
話
す
の
は
環
境
シ
ス
テ
ム
事
業
部
副
事

業
部
長
の
八
矢
務
さ
ん
。

　

最
新
の
自
然
循
環
式
太
陽
熱
温
水
器
『
ゆ

ワ
イ
タ
ー　

ゆ
太
郎
』
の
高
性
能
タ
イ
プ

（
Ｓ
Ｗ

－

Ⅲ　

４
２
０
）
を
設
置
し
た
場
合

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
推
算
値
で
は
、
１

年
間
で
原
油
約
１
９
２
ℓ
相
当
の
省
エ
ネ
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
換
算
で
５
万
６
０
０
０
円
以
上

の
節
約
に
な
る
と
い
う
。
Ｃ
Ｏ
２

は
１
年
間

で
約
５
５
０
kg
削
減
。
こ
れ
は
ブ
ナ
の
木

50
本
が
１
年
間
に
吸
収
す
る
Ｃ
Ｏ
２

に
相
当

す
る
と
い
う
。

「
昨
年
度
、
太
陽
熱
利
用
機
器
設
置
に
補

助
金
を
つ
け
て
い
る
地
方
自
治
体
は
わ
ず

か
70
以
下
で
し
た
が
、
東
京
都
は
今
年
４

月
１
日
か
ら
住
宅
用
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
機
器
導
入
に
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、

環
境
面
か
ら
普
及
を
推
進
す
る
取
り
組
み

が
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

と
環
境
シ
ス
テ
ム
事
業
部
主
査
の
浅
井
俊

二
さ
ん
。
ま
た
先
日
、
東
京
ガ
ス
が
、
矢
崎

総
業
や
三
協
立
山
ア
ル
ミ
、
リ
ン
ナ
イ
、
ガ

ス
タ
ー
と
共
同
で
集
合
住
宅
用
太
陽
熱
利
用

給
湯
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
い
、
10
年
の
商

品
化
を
目
指
す
と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
ベ
ラ

ン
ダ
の
手
す
り
に
集
熱
器
を
垂
直
に
取
り
付

け
る
タ
イ
プ
で
、
矢
崎
総
業
が
担
う
役
割
も

大
き
い
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

「
こ
れ
ま
で
30
年
以
上
環
境
シ
ス
テ
ム
機
器

に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
が
、
今
ま
で
に
な

い
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
ま
す
。
た

だ
し
、
ハ
ー
ド
志
向
で
は
な
く
、
太
陽
熱
や

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
で
き
る
機
器
を
開
発
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
作
り
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
想
い
が
、
Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
の
環

境
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
す
」

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し
て
未
来
に

つ
な
ぐ
。
創
業
当
時
か
ら
の
『
も
っ
た
い

な
い
』
精
神
が
、
日
本
を
含
む
38
カ
国
に

４
４
3
の
拠
点
を
も
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

Ｙ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
の
太
い
根
幹
と
な
っ
て
、
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

森
林
再
生
を
め
ざ
す

新
た
な
取
り
組
み

世
界
初
の

木
質
ペ
レ
ッ
ト
焚
き

低
炭
素
社
会
の
中
心
に

風
向
き
が
変
わ
っ
た
！

再
び
注
目
さ
れ
る

太
陽
熱
利
用
器

矢崎総業株式会社
環境システム事業部　主査
浅井俊二
1967年、矢崎部品入社後、海外
勤務。その後矢崎総業に移り、吸
収式冷凍機、太陽熱機器の開発部
門、及び生産部門などの部署を経
て、2008年より現職。

矢崎総業株式会社
環境システム事業部　副事業部長
八矢務
1975年　矢崎総業入社。80年よ
り太陽熱機器（ゆワイター）の営
業現場を担当し、2005年6月に住
設事業部住設企画部を担当し現在
に至る。

矢崎総業株式会社
環境システム事業部
木質バイオマス事業推進部　部長
庄子努
1974年、矢崎総業入社。ガス機
器営業部門などの部署を経て、20 
07年より現職。

矢崎総業株式会社　執行役員
環境システム事業部　
事業部長
清水一雄
1979年、矢崎総業入社。製造、品
質保証部門などの部署を経て
1995年にMITビジネススクール
卒業、1996年より事業部で企画
業務を担当し、2007年より現職。

世界38カ国に拠点をもつ
グローバル企業YAZAKI

エネルギーイノベーションとなりうる
ビジネスのグリーン戦略は実は

『もったいない』の心がつなぐ人と地域、
そして社会への貢献だった
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（写真左より）木質ペレット、『木質ペレット焚バイオアロエース』の製造現場、そして完成品
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（写真左より）『ゆワイター』の製造現場、そして『ゆワイターゆ太郎』
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